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10　

徳
島
の
観
光
は

　
　

こ
れ
か
ら
の
成
長
産
業

◉
徳
島
に
は
観
光
資
源
が
い
っ
ぱ
い

　

徳
島
の
観
光
と
言
え
ば
、
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
は
本
場
・
徳
島
の
阿
波
お
ど
り
。
「
日
本
3

大
盆
踊
り
」
な
ど
に
数
え
ら
れ
る
、
日
本
を
代
表
す

る
盆
踊
り
で
、
全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
徳
島
市
の
阿
波
お
ど
り
は
毎
年
8
月
12
〜
15

日
の
4
日
間
開
催
さ
れ
、
1
0
0
万
人
以
上
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

ま
た
「
世
界
3
大
潮
流
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
鳴
門

海
峡
の
渦
潮
も
有
名
で
す
。
鳴
門
の
渦
潮
は
、
瀬
戸

鳴門海峡
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内
海
と
紀
伊
水
道
の
干
満
差
に
よ
る
、
激
し
い
潮
流

が
生
み
出
す
自
然
現
象
で
、
江
戸
時
代
の
風
景
画
や

浮
世
絵
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な

景
勝
地
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
西
部
に
あ
る
西
日
本
第
2
の
高
峰

剣つ
る
ぎ

山さ
ん

や
峡
谷
の
美
し
い
大お

お

歩ぼ

危け

・
小こ

歩ぼ

危け

、
日
本

の
原
風
景
と
言
わ
れ
る
秘
境
祖い

谷や

、
平
家
の
落お

ち

人う
ど

伝

説
が
残
る
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
、
美
馬
市
脇
町
に
あ
る

豪
勢
な
藍
商
の
面
影
を
残
す
う
だ
つ
の
町
並
み
な
ど

が
代
表
的
な
観
光
資
源
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

県
南
部
に
は
、
複
雑
な
海
岸
線
を
持
つ
橘
湾
や
ウ

ミ
ガ
メ
の
産
卵
で
知
ら
れ
る
大
浜
海
岸
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
県
東
部
で
は
、
徳
島
市
の
徳
島
城
跡
（
旧

き
ゅ
う

徳と
く

島し
ま

城じ
ょ
う

表お
も
て

御ご

殿て
ん

庭て
い

園え
ん

）
や
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
小

説
の
タ
イ
ト
ル
で
映
画
化
も
さ
れ
た
眉び

山ざ
ん

な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

旧徳島城表御殿庭園
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こ
う
し
た
観
光
地
や
観
光
名
所
の
ほ
か
に
も
、
徳
島
に
は
独
特
の
行
事
や
伝
統
、
歴
史
文
化
な
ど
が
数

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
・
文
化
遺
産
で
あ
る
「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
」
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
や
そ
の
野
外
舞
台
で
今
も
各
地
に
現
存
す
る
農
村
舞
台
、
さ
ら
に
は

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
で
注
目
さ
れ
る
阿
波
藍
や
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
阿
波
正し

ょ
う

藍あ
い

し
じ

ら
織
、
阿
波
和
紙
、
大
谷
焼
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
地
域
固
有
の
観
光
資
源
で
す
。
ま
た
、
大
谷
焼
の
窯
元

が
合
同
で
開
催
す
る
陶
器
市
「
大
谷
焼
窯
ま
つ
り
」
に
は
、
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
世
界
有
数
の
急
流
を
持
つ
吉
野
川
上
流
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
国
内
屈

指
の
波
が
立
つ
県
南
で
の
サ
ー
フ
ィ
ン
の
ほ
か
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
ま
た
剣
山
山
系

で
の
ス
キ
ー
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
体
験

型
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
も
徳
島
の
代
表
的
な
観
光
資
源
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
や
野
球
の
独
立
リ
ー
グ
・
四
国
ア
イ

ラ
ン
ド
リ
ー
グplus

の
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
2
0
0
8
年
か
ら
始
ま
っ

た
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
、
注
目
度
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

旅
先
を
選
ぶ
う
え
で
「
食
」
の
魅
力
は
重
要
な
動
機
に
な
り
ま
す
が
、
す
だ
ち
、
な
る
と
金
時
、
鳴
門

わ
か
め
、
鳴
門
鯛
、
阿
波
尾
鶏
と
い
っ
た
食
材
は
、
徳
島
の
う
ま
い
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
徳
島
ラ
ー
メ
ン
（
豚
骨
ス
ー
プ
に
豚
バ
ラ
肉
、
ネ
ギ
、
も
や
し
な
ど
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
、
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生
卵
を
の
せ
る
の
が
特
徴
）
が
全
国
区
の
人
気
と
な
り
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
加

え
て
、
た
ら
い
う
ど
ん
や
祖
谷
そ
ば
、
半
田
そ
う
め
ん
、
鳴
ち
ゅ
る
う
ど
ん
と
い
っ
た
徳
島
な
ら
で
は
の

「
麺
」
も
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鳴
ち
ゅ
る
う
ど
ん
は
、
大
き
さ
が
不
ぞ
ろ
い
の
細
麺
で
、
一
般
的
な

具
材
は
ネ
ギ
、
刻
み
揚
げ
と
極
め
て
シ
ン
プ
ル
、
出だ

汁し

も
あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
す
。
ち
ゅ
る
ち
ゅ
る
と
音

を
た
て
て
食
べ
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
全
国
的
に
ご
当
地
グ
ル
メ
が
ブ
ー
ム
で
す
が
、
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
る
豆
天
玉
焼

き
（
小
海
老
の
天
ぷ
ら
と
金
時
豆
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
関
西
風
お
好
み
焼
き
）
の
ほ
か
、
ハ
モ
・
阿
波

牛
・
レ
ン
コ
ン
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
地
元
食
材
を
は
さ
ん
だ
と
く
し
ま
バ
ー
ガ
ー
、
ア
ワ
ビ
や
ア
オ

リ
イ
カ
、
阿
波
尾
鶏
と
い
っ
た
県
南
産
の
食
材
を
盛
り
つ
け
た
南
阿
波
丼
な
ど
が
、
観
光
振
興
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
12
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
と
く
し
ま
マ
ル
シ
ェ
」
（
徳
島
市
し
ん
ま
ち
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー

ク
）
や
「
徳
島
び
っ
く
り
日
曜
市
」
（
徳
島
市
問
屋
町
）
、
「
み
は
ら
し
の
丘
あ
い
さ
い
広
場
」
（
小
松

島
市
立
江
町
）
と
い
っ
た
朝
市
・
産
直
市
も
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
2
0
0
9
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ニ
メ
の
祭
典
「
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
」
の
人
気
が
高
く
、

2
0
1
9
年
ま
で
に
延
べ
23
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
2
0
2
0
年
春
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
中
止
）
。
毎
年
春
と
秋
に
2
回
開
催
さ
れ
、
1
回
あ
た
り
約
8
万
人
も
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
全
国
か
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ら
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
「
水
都
・
と
く
し
ま
」
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
L
E
D
の
光
を
使
っ

た
芸
術
祭
「
と
く
し
ま
L
E
D
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
第
3
回

（
2
0
1
6
年
）
と
第
4
回
（
2
0
1
8
年
）
に
は
、
チ
ー
ム
ラ
ボ
代
表
の
猪
子
寿
之
さ
ん
（
徳
島
市

出
身
）
が
芸
術
監
督
を
務
め
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
心
市
街
地
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
資

源
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
ア
ニ
メ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
力
を
融
合
さ
せ
て
、
新
し

い
魅
力
や
価
値
を
創
造
し
て
い
く
取
り
組
み
に
も
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
の
発
信
拠
点
で
あ
る
美
術
館
や
博
物
館
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
が
訪
れ
ま
す
が
、

鳴
門
公
園
の
一
角
に
あ
る
大
d
国
際
美
術
館
は
ま
さ
に
そ
の
代
表
例
と
い
え
ま
す
。
1
9
9
8
年
に
開

館
し
た
同
美
術
館
は
、
日
本
最
大
級
の
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
世
界
初
の
「
陶
板
名
画
美
術
館
」

で
、
古
代
壁
画
か
ら
現
代
絵
画
ま
で
1
0
0
0
余
点
の
陶
板
画
（
原
寸
大
）
を
展
示
し
、
居い

な
が
ら
に

し
て
世
界
26
か
国
、
1
9
0
余
の
美
術
館
め
ぐ
り
が
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
」
（
ヴ
ァ
チ
カ
ン
）
や
ゴ
ッ
ホ
が
描
い
た
花
瓶
の
「
ヒ
マ
ワ

リ
」
全
7
点
を
再
現
す
る
な
ど
、
世
界
に
類
が
な
い
唯
一
の
美
術
館
と
し
て
年
間
数
十
万
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
2
0
1
8
年
の
N
H
K
「
紅
白
歌
合
戦
」
で
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
米
津
玄
師

さ
ん
（
徳
島
市
出
身
）
が
館
内
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ホ
ー
ル
か
ら
生
中
継
で
出
演
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
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び
ま
し
た
。
同
美
術
館
は
、
世
界
最
大
の
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
発
表
す

る
「
日
本
人
に
人
気
の
美
術
館
・
博
物
館
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
近
年
上
位
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
人
気
の

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
徳
島
県
の
宿
泊
者
数
は
全
国
最
下
位

　

徳
島
の
魅
力
は
ま
だ
ま
だ
書
き
足
り
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
観
光
客
数
（
入
り
込

み
客
数
と
も
言
い
ま
す
）
や
宿
泊
者
数
、
地
域
で
ど
の
く
ら
い
お
金
が
消
費
さ
れ
た
か
を
示
す
観
光
消
費

額
と
い
っ
た
統
計
的
な
視
点
で
見
る
と
、
徳
島
県
は
全
国
の
中
で
最
下
位
ク
ラ
ス
に
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
よ
り
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
、
宿
泊
旅
行
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
宿
泊
旅
行
は
日
帰
り
旅
行
に
比
べ
て
、
宿
泊
費
の
支
出
が
上
乗
せ
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
交
通

費
や
食
事
・
土
産
代
な
ど
の
支
出
も
よ
り
多
く
見
込
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

　

徳
島
県
の
延
べ
宿
泊
者
数
を
、
各
都
道
府
県
と
比
較
で
き
る
宿
泊
旅
行
統
計
で
見
て
み
る
と
、
直
近

の
2
0
1
9
年
は
2
5
7
万
人
泊
で
全
国
最
下
位
で
し
た
。
四
国
の
他
県
と
比
較
す
る
と
、
香
川
県
は

4
6
6
万
人
泊
（
34
位
）
、
愛
媛
県
4
3
9
万
人
泊
（
36
位
）
、
高
知
県
2
9
0
万
人
泊
（
43
位
）
と
、

３
県
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

徳
島
県
の
延
べ
宿
泊
者
数
の
こ
れ
ま
で
の
順
位
を
見
て
み
る
と
、
2
0
1
1
年
〜
2
0
1
9
年
の
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間
で
、
2
0
1
4
年
を
除
い
て
全
国
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
は
、
四
国
八
十
八
箇

所
霊
場
の
開
創
1
2
0
0
年
の
節
目
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、
剣
山
国
定
公
園
や
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園

の
指
定
50
周
年
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
80
周
年
と
も
重
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
記
念
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
旅
行
会
社
な
ど
が
徳
島
や
四
国
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
旅
行
商
品
を
数
多
く
つ
く

り
、
徳
島
の
観
光
客
数
や
宿
泊
客
数
が
大
幅
に
伸
び
た
の
で
す
。
ま
た
J
リ
ー
グ
の
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
が
四
国
で
初
め
て
J
1
に
昇
格
し
た
年
で
も
あ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
徳
島
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
２
０
１
４
年
は
全
国
45
位
と
順
位
を
上
げ
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

2
0
1
5
年
以
降
は
再
び
全
国
最
下
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

徳
島
に
泊
ま
る
人
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
徳
島
の
立
地
的
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

1
9
9
8
年
に
明
石
海
峡
大
橋
が
完
成
し
、
本
州
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
関
西
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
格

段
に
良
く
な
り
、
宿
泊
を
し
な
い
日
帰
り
客
が
増
え
ま
し
た
。
四
国
内
も
高
速
道
路
網
の
伸
長
に
よ
り
移

動
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
旅
行
の
行
程
が
広
域
化
し
て
き
て
お
り
、
徳
島
に
観
光
で
訪
れ
た
と
し
て
も
、

関
西
方
面
や
香
川
・
高
知
・
愛
媛
に
移
動
し
て
宿
泊
す
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
に
は
観
光
目
的
の
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
需
要
も
含
ま
れ
る
の
で
、
宿

泊
者
数
が
各
都
道
府
県
の
経
済
規
模
な
ど
に
あ
る
程
度
左
右
さ
れ
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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そ
し
て
最
大
の
問
題
点
は
、
情
報
発
信
力
が
弱
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
調
査
結
果
が
あ

り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」
（
2
0
2
0
年
）
の

中
で
、
徳
島
県
の
総
合
的
な
魅
力
度
は
全
国
46
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
各
都
道
府
県
に
つ
い
て
ど
の

程
度
知
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
認
知
度
で
は
、
徳
島
県
は
47
位
と
2
0
1
6
年
以
降
5
年
連
続
で
全
国

最
下
位
で
す
。
い
か
に
全
国
に
徳
島
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
全
国
に
徳
島
の
こ

と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
ね
。

　

ほ
か
に
も
同
様
の
調
査
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ラ
ン
キ
ン
グ
は
お
お
む
ね
下
位
と

な
っ
て
お
り
、
県
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
が
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
徳
島
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
少
な
く
、
客
室
数
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
3
月
の
徳
島
県
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
を
合
わ
せ
た
客
室
数
は
約

9
5
0
0
室
と
、
全
国
で
下
か
ら
2
番
目
に
少
な
い
46
位
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
時
点
で
の
徳
島
の
観
光
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
弱
点
が
あ
り
ま
す
が
、
見
方

を
変
え
れ
ば
、
今
後
の
情
報
発
信
力
の
強
化
や
観
光
振
興
の
が
ん
ば
り
次
第
で
、
大
き
な
の
び
し
ろ
が
期

待
で
き
ま
す
。
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◉
観
光
は
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

　

近
年
、
観
光
産
業
は
地
域
を
け
ん
引
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
り
、
観
光
振

興
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
そ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
今
や
多
く
の
自
治
体
・
地

域
が
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
観
光
客
の
誘
致
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
は
や
日
本
国
中
が
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
か
ら
の
観
光
客
の
争
奪
戦
を
行
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
観
光
が
主
に
地
域
外
か
ら
お
金
を
稼
ぐ
産
業
で
あ
り
、
国

内
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
需
要
や
経
済
成
長
、
そ
し
て
活
力
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
関
連
す
る
産
業
が
幅
広
い
た
め
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
か
ら
で
す
。

　

地
域
外
か
ら
稼
ぐ
お
金
と
は
、
観
光
客
が
地
域
内
で
消
費
す
る
金
額
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、
1
人

1
回
あ
た
り
の
消
費
額
と
し
て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
場
合
15
万
3
千
円
、
②
国
内
旅
行
者
の
場

合
は
、
宿
泊
旅
行
が
5
万
4
千
円
、
日
帰
り
旅
行
が
1
万
7
千
円
と
い
う
試
算
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す

（
2
0
1
8
年
・
観
光
庁
）
。

　

一
方
、
家
計
調
査
に
よ
れ
ば
定
住
人
口
1
人
あ
た
り
の
年
間
消
費
額
は
平
均
1
2
7
万
円
な
の
で
、
先

ほ
ど
の
計
数
を
使
っ
て
旅
行
者
の
消
費
に
換
算
す
る
と
、
外
国
人
旅
行
者
な
ら
8
人
分
、
国
内
旅
行
者
は
宿

泊
旅
行
な
ら
23
人
分
、
日
帰
り
旅
行
な
ら
73
人
分
に
相
当
し
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
外
国
人
旅
行
者
8
人

に
来
て
も
ら
え
ば
、
定
住
人
口
1
人
の
減
少
に
伴
う
消
費
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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観
光
の
振
興
に
よ
り
、
地
域
の
人
口
の
減
少
に
伴
う
消
費
の
落
ち
込
み
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
観
光
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
で
、
直
接
的
に
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
需
要
が
増
加
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
宿
泊
施
設
が
朝
・
夕
食
の
材
料
と
な
る
青
果
物
や
水
産
物
、
畜
産
物
な
ど
の
調
達
を
増

や
せ
ば
、
間
接
的
に
農
林
水
産
業
や
卸
・
小
売
業
の
需
要
も
増
加
し
ま
す
。
ま
た
シ
ー
ツ
や
洗
面
用
具
な

ど
の
備
品
の
調
達
、
清
掃
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
需
要
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
経
済
波
及
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
は
、
旅
行
業
や
宿
泊
業
、
旅
客
輸
送
業
な
ど
直
接
的
な
観
光
関
連
産
業
だ
け
で
な
く
、

飲
食
業
や
卸
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
そ
し
て
製
造
業
や
農
林
水
産
業
な
ど
、
幅
広
い
産
業
と
結
び
つ

い
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
関
連
産
業
や
体
験
型
観
光
、
産
直
市
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
従

事
者
が
増
え
る
と
い
っ
た
こ
と
で
、
雇
用
創
出
や
生
き
が
い
の
高
揚
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
観
光
客
は
、
地
域
内
の
農
水
畜
産
品
や
加
工
品
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
・
体
験
な
ど
に
対
価
を
支

払
い
ま
す
か
ら
、
地
域
外
に
お
金
が
流
出
せ
ず
、
地
域
内
で
お
金
が
循
環
す
る
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

　

観
光
が
地
域
に
及
ぼ
す
好
影
響
は
、
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
観
光
客
が
徳
島
を
訪
れ
て
フ
ァ
ン
と

な
れ
ば
、
周
囲
に
徳
島
を
旅
先
と
し
て
す
す
め
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旅
行
中
に
食
べ
た
食
材
・

物
産
な
ど
を
旅
行
の
後
に
も
継
続
的
に
購
入
し
て
く
れ
れ
ば
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
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強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
購
入
し
て
人
気
が
高
ま
れ
ば
、
将
来
的
に
は
輸
出
競
争

力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
多
く
の
観
光
客
が
地
域
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
の
整
備
、
古
民
家
の

改
修
・
再
生
と
い
っ
た
投
資
も
活
発
化
す
る
で
し
ょ
う
し
、
徳
島
を
旅
行
し
た
人
が
徳
島
を
好
き
に
な
り
、

将
来
は
移
住
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
地
元
に
住
む
人
が
地
元
の
良
さ
を
再
認
識
し
、

地
元
の
こ
と
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
観
光
振
興
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

◉
着
地
型
観
光
が
主
流
に

　

着
地
型
観
光
と
は
、
旅
行
会
社
が
企
画
す
る
一
般
的
な
観
光
旅
行
、
あ
る
い
は
旅
行
者
の
居
住
地
（
出

発
地
）
側
で
作
ら
れ
る
発
地
型
旅
行
と
は
異
な
り
、
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
（
着
地
）
側
の
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
旅
行
プ
ラ
ン
な
ど
を
企
画
・
造
成
す
る
形
態
を
言
い
ま
す
。

　

近
ご
ろ
は
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
薄
い
地
域
に
、
し
か
も
都
市
の
大
小
や
ア
ク
セ
ス
の
良
し
悪
し
に
関
係

な
く
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
、
地
域
に
好
影
響
が
出
て
い
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
功
例
を
見
る
と
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は
ど
ん
な
地
域
で
も
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
で
き
る

の
だ
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、
成
功
し
た
背
景
に
は
旅
行
者
の
観
光
に
対
す
る
期
待
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
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が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
国
内
旅
行
は
、
従
来
型
の
自
然
や
名
所
・
旧
跡
見
物
、
温
泉
泊
の
よ
う
な
周
遊
的
な
団
体
旅
行
か

ら
、
体
験
・
交
流
・
本
物
志
向
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
個
人
旅
行
へ
と
主
流
が
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
地
域
ら
し
さ
を
よ
り
深
く
味
わ
い
た
い
と
い
う
意
識
も
強
く
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
旅
行
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
や
高
度
化
へ
の
対
応
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

着
地
型
観
光
は
、
地
域
の
良
さ
を
知
る
地
元
の
観
光
関
係
者
が
企
画
・
造
成
す
る
の
で
、
有
名
な
定
番

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
中
心
に
な
り
が
ち
な
発
地
型
旅
行
と
異
な
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
や
風
景
、
伝

統
・
文
化
、
歴
史
・
伝
説
、
産
業
な
ど
の
ほ
か
、
地
元
が
自
信
を
持
っ
て
オ
ス
ス
メ
す
る
食
や
体
験
と

い
っ
た
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
て
商
品
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
な
ら
で
は
の
旅
行
商
品
づ
く
り
に
は
、
地
元
の
魅
力
を
知
り
尽
く
す
人
の
存
在
が
重
要
で
、
官
民

を
含
め
た
地
域
全
体
で
の
密
接
な
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
地
域
自
ら
の
情
報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
の
旅
行
者
は
「
ど
こ
へ
行
く
」
だ
け
で
な
く
、
「
そ
こ
で
、
誰
と
、
ど
う
過
ご
す
（
何
を
す
る
）
」

と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
旅
行
者
の
意
識
や
行
動
の
変
化
に
対
し
て
、
徳
島
も
ど
う

対
応
し
て
進
化
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
年
間
を
通
じ
て
着
地
型
観
光
を
推
進
し
、
定
着
さ
せ
る
か
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
す
。
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◉
地
域
づ
く
り
の
舵か

じ

取
り
役
「
Dデ

ィ
ー
エ
ム
オ
ー

M
O
」
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
振
興
と
言
え
ば
、
旅
行
会
社
や
交
通
事
業
者
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
物
産
・
土
産
物
店

な
ど
の
観
光
事
業
者
と
観
光
協
会
、
行
政
と
い
っ
た
比
較
的
限
定
さ
れ
た
関
係
者
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
先
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
を
あ
げ
て
、
多
様
な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
従
来
の
関
係
者
に
加
え
て
、
農
林
水
産
業
（
地
域
な
ら
で
は
の
食

材
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
等
）
や
商
工
業
（
特
産
品
・
名
物
の
開
発
等
）
、
飲
食
店
（
地
域
の
食
の

提
供
等
）
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供
等
）
な
ど
の
事
業
者
の
ほ
か
、
地
域
住
民

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
ガ
イ
ド
等
）
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
光
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
観
光
庁
は
2
0
1
5
年
に
、
新

た
な
観
光
推
進
の
舵
取
り
役
と
な
る
専
門
組
織
「
D
M
O
」
の
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
（
D
M
O
と
は

D
estination M

anagem
ent/M

arketing O
rganization

の
略
で
「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
」
と
訳
さ

れ
ま
す
）
。
D
M
O
は
、
①
地
域
の
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
体
制
づ
く
り
と
そ
の
取
り
ま
と
め
、

②
デ
ー
タ
分
析
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
民
間
的
手
法
の
導
入
、
③
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
や
旅
行
者

の
受
入
環
境
整
備
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り
組
み
、
観
光
客
の
誘
致
や
旅
行
消
費
額
の
拡
大
に
向

け
た
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2
0
2
0
年
10
月
時
点
で
、
「
登
録
D
M
O
」
は
全
国
で
1
7
4
法
人
、
D
M
O
の
候
補
と
な

り
得
る
「
候
補
D
M
O
」
は
1
1
9
法
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
徳
島
県
に
関
係
す
る

D
M
O
は
、
県
東
部
・
県
西
部
・
県
南
部
の
各
エ
リ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ
登
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
域
を

ま
た
ぐ
広
域
で
活
動
す
る
、
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
に
し
阿
波
〜
剣
山
・
吉
野
川
観
光
圏
の
取
り
組
み

　

観
光
庁
は
国
際
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
2
0
0
8
年
に

観
光
圏
制
度
を
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
地
域
の
幅
広
い
観
光
資
源
を
活
用

し
て
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
2
泊
3
日
以
上
滞
在
し
周
遊
で
き
る
、
魅
力
あ
る
観
光
エ
リ
ア
の
整
備

を
促
進
す
る
も
の
で
、
認
定
さ
れ
る
と
旅
行
業
法
の
特
例
適
用
な
ど
国
に
よ
る
総
合
的
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
制
度
で
す
。

　

徳
島
県
で
は
、
県
西
部
の
2
市
2
町
（
美
馬
市
、
三
好
市
、
つ
る
ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
）
に
ま
た
が
る

「
に
し
阿
波
〜
剣
山
・
吉
野
川
観
光
圏
」
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
（
2
0
2
0
年
4
月
現
在
、
全
国

で
13
地
域
が
認
定
）
。
同
観
光
圏
で
は
「
ほ
ん
も
の
の
田
舎
」
を
売
り
に
、
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

資
源
を
巡
る
周
遊
コ
ー
ス
の
開
発
や
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
な
ど
に
取
り
組
み
、
他
地
域
と
の
差
別
化
を

図
り
な
が
ら
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
「
千
年
の
か
く
れ
ん
ぼ
〜
分わ

け
入い

る
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ご
と
に
、
時
は
遡

さ
か
の
ぼ

り
〜
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
長
い
歴
史
の
中
で
隠
さ
れ
た
山
里
の
ひ
そ
や
か
で
豊
か

な
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信
し
、
世
界
に
通
用
す
る
競
争
力
の
高
い
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
宿
泊
事
業
者
を
中
心
と
し
た
民
間
組
織
の
「
大
歩
危
・
祖
谷
い
っ
て
み
る
会
」
が
、
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
や
観
光
地
域
づ
く
り
活
動
に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
「
一
般
社
団
法
人

そ
ら
の
郷さ

と

」
は
、
農
山
村
の
暮
ら
し
体
験
に
よ
る
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
や
体
験
学
習
の
誘
致
、
滞
在
型

の
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
、
特
産
品
の
商
品
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
修
学
旅
行
な
ど
の
教
育

旅
行
で
は
、
2
0
0
8
〜
2
0
1
9
年
度
ま
で
の
12
年
間
に
、
延
べ
3
万
5
千
人
泊
以
上
を
農
家
民
泊

で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
リ
ア
に
は
剣
山
に
代
表
さ
れ
る
山
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
山
腹
に
張
り
つ
く
よ
う
に
民
家
、
農

地
が
点
在
す
る
山
岳
集
落
の
文
化
的
景
観
や
独
特
の
食
文
化
、
ま
た
人
々
の
暮
ら
し
に
根
づ
く
祖
谷
平

家
伝
説
、
妖
怪
伝
承
な
ど
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
独
特
の
観
光
資
源
と
い
え
ま
す
。
2
0
1
6
年
に

は
「
食
と
農
の
景
勝
地
」
（
農
林
水
産
省
）
に
選
定
さ
れ
た
ほ
か
、
2
0
1
8
年
に
は
「
世
界
農
業
遺

産
」
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
茅か

や

の
す
き
こ
み
に
よ
る
土
壌
流
出
の
防
止
や
独
自

の
農
具
を
使
用
し
た
耕
作
技
術
な
ど
、
段
々
畑
を
つ
く
ら
な
い
急
傾
斜
地
で
の
農
業
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
雑
穀
・
野
菜
な
ど
の
地
域
固
有
品
種
の
栽
培
や
農
耕
に
ま
つ
わ
る
伝
統
行
事
な
ど
が
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
ほ
か
、
東
洋
文
化
研
究
家
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー

さ
ん
が
著
書
で
紹
介
し
た
秘
境
・
祖
谷
は
、
日
本
の
原
風

景
と
称
さ
れ
る
景
観
が
あ
り
、
築
3
0
0
年
の
茅か

や

葺ぶ

き

の
「
篪ち

庵い
お
り

」
に
代
表
さ
れ
る
古
民
家
で
の
滞
在
が
人
気
と

な
っ
て
、
世
界
中
か
ら
来
訪
者
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
四
国
三
郎
・
吉
野
川
に
代
表
さ
れ
る
川

の
魅
力
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
て
、
剣
山
を
源

み
な
も
と

と
す
る
清
流

穴
吹
川
や
秘
境
の
険
し
く
美
し
い
祖
谷
川
、
巨
樹
巨
木
の

森
を
育
て
た
貞
光
川
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
も
有
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野
川
の
景
勝
地
で
あ
る
大
歩
危
・
小

歩
危
で
は
、
遊
覧
船
に
よ
る
船
下
り
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
の

迫
力
あ
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
た
ば
こ
や
藍
、
水
運
な
ど
で
栄
え
た
脇
町
、

貞
光
、
池
田
に
は
、
富
の
象
徴
で
あ
る
「
う
だ
つ
」
を
あ

げ
た
古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
ミ

吉野川のラフティング
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シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
で
☆
（
星
）
を
獲
得
し
て
い
る
祖
谷
街
道
や
か
ず
ら
橋
、

大
歩
危
峡
、
東
祖
谷
な
ど
は
、
特
に
近
年
外
国
人
観
光
客
が
急
増
し
て
い
ま
す
（
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
社
が
出
版
す
る
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
、
数
多
く
の
観
光
地
が
☆
で
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
☆
☆
☆

は
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
価
値
が
あ
る
観
光
地
、
☆
☆
は
近
く
に
い

れ
ば
寄
り
道
を
し
て
訪
れ
る
べ
き
場
所
、
☆
は
興
味
深
い
場
所

な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

◉
南
阿
波
の
取
り
組
み

　

県
南
部
の
海
部
郡
3
町
（
美
波
町
、
牟
岐
町
、
海
陽
町
）
は
、

2
0
0
4
年
に
「
南
阿
波
よ
く
ば
り
体
験
推
進
協
議
会
」
を

設
立
し
、
自
然
を
あ
り
の
ま
ま
に
体
験
し
て
も
ら
う
、
体
験
型

観
光
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
住
民
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
、
定
置
網
漁
な
ど
の
漁
業
体
験
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
無
人
島
探
検
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
観
察
や
甲

羅
洗
い
な
ど
、
約
60
種
類
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
そ
ろ
え
、

千年さんご（牟岐町）
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個
人
旅
行
や
教
育
旅
行
の
誘
致
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

教
育
旅
行
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
6
〜
2
0
1
9
年
度
ま
で
の
14
年
間
に
、
延
べ
2
万
8
千
人
泊
以

上
を
受
け
入
れ
た
ほ
か
、
台
湾
な
ど
海
外
か
ら
の
教
育
旅
行
の
誘
致
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
と
修
学
旅
行
生
と
の
交
流
が
年
々
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

◉
徳
島
L
E
D
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

　

徳
島
市
は
、
地
域
資
源
の
水
と
緑
の
魅
力
に
地
域
産
業
で
あ
る
L
E
D
の
光
の
要
素
を
加
え
た
、
他

の
都
市
に
は
な
い
新
た
な
魅
力
を
持
つ
「
水
都
・
と
く
し
ま
」
の
創
造
を
目
指
し
て
お
り
、
徳
島
経
済
研

究
所
の
提
案
を
受
け
、
2
0
1
0
年
に
L
E
D
を
使
っ
た
芸
術
祭
で
は
世
界
初
と
な
る
「
徳
島
L
E
D

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
（
2
0
1
0
年
）
と
第
2
回
（
2
0
1
3
年
）
で
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
新
潟
県
の

「
大
地
の
芸
術
祭
」
や
香
川
県
の
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
を
手
が
け
て
い
る
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
を
迎
え
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
の
芸
術
性
に
富
ん

だ
L
E
D
ア
ー
ト
作
品
が
、
徳
島
市
中
心
部
の
ひ
ょ
う
た
ん
島
周
辺
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
回
（
2
0
1
6
年
）
と
第
4
回
（
2
0
1
8
年
、
「
と
く
し
ま
L
E
D
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
開
催
）
は
、
チ
ー
ム
ラ
ボ
（
本
社
：
東
京
都
）
代
表
の
猪
子
寿
之
さ
ん
（
徳
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島
市
出
身
）
が
芸
術
監
督
を
務
め
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
ア
ー
ト
作
品
は
一
部
常
設
展
示
さ
れ
て
お
り
、
文
化
の
森

総
合
公
園
（
「
文
化
の
森
に
憑
依
す
る
滝
」
）
や
阿
波
銀
行

本
店
（
「Flow

ers in the Sandfall-T
okushim

a

」
）
な
ど
で
、

チ
ー
ム
ラ
ボ
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

チ
ー
ム
ラ
ボ
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
や
ア
プ
リ
開
発
で
世
界

的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
ウ
ル
ト
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
（
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
集
団
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
作
品
展
示
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
東
京
お
台
場
で
の
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
ボ
ー
ダ
レ
ス
」

（
森
ビ
ル
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
な
ど
で
ア
ー
ト

展
を
開
催
し
て
お
り
、
世
界
的
に
有
名
な
ア
ー
ト
集
団
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
制
作
さ
れ

た
作
品
の
う
ち
、
新
町
川
に
か
か
る
「
橋
」
そ
の
も
の
が
ア
ー
ト
化
さ
れ
た
、
両
国
橋
（
逢
坂
卓
郎
氏
）
、

ふ
れ
あ
い
橋
（
た
ほ
り
つ
こ
氏
）
、
新
町
橋
（
ミ
シ
ャ
・
ク
バ
ル
氏
）
、
春
日
橋
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
社
）
の
作
品
は
常
設
展
示
さ
れ
て
お
り
、
夜
の
水
都
を
彩
る
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふれあい橋
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◉
欧
風
産
直
市
・
と
く
し
ま
マ
ル
シ
ェ

　

2
0
1
0
年
12
月
か
ら
、
徳
島
市
新
町
川
沿

い
の
「
し
ん
ま
ち
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
」
で
は
、
毎

月
最
終
日
曜
日
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
朝
市
の
よ
う

な
お
し
ゃ
れ
で
楽
し
い
産
直
市
「
と
く
し
ま
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
く
し
ま
マ
ル
シ
ェ
は
、
①
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

活
性
化
、
②
中
心
市
街
地
活
性
化
、
③
観
光
活
性
化

の
一
石
三
鳥
を
狙
っ
て
、
徳
島
経
済
研
究
所
が
提
案

し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

生
産
者
自
ら
が
白
い
パ
ラ
ソ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
売
り

場
に
立
ち
、
徳
島
県
産
の
こ
だ
わ
り
の
農
水
畜
産
物

や
厳
選
さ
れ
た
加
工
品
、
飲
食
な
ど
を
提
供
し
て
お

り
、
県
産
食
材
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
や
新
し

い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

とくしまマルシェ
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毎
回
季
節
に
応
じ
た
産
品
を
取
り
上
げ
る
目
玉
企
画
の
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
る
ほ
か
、
特
徴
あ
る
カ
フ
ェ

が
出
店
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
カ
フ
ェ
ゾ
ー
ン
、
こ
だ
わ
り
職
人
に
よ
る
藍
染
や
木
製
品
な
ど
の
工
芸
品
・
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
小
物
な
ど
を
集
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ゾ
ー
ン
な
ど
も
増
設
さ
れ
る
な
ど
、
お
よ
そ
80
店
が

立
ち
並
ぶ
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

◉
マ
チ
★
ア
ソ
ビ

　

2
0
0
9
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
「
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
」
は
、
最
近
は
毎
年
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
、
1
回
あ
た
り
約
8
万
人
も
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。
徳
島
の
「
マ
チ
を
ア
ソ
ビ
尽
く
す
」
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
徳
島
駅
前
〜
し
ん
ま
ち
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
〜
眉
山
山
頂
エ
リ
ア
な
ど
、
徳
島
市
の
中
心
市
街
地
を
舞
台
と
し
た
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

2
0
0
9
年
に
徳
島
市
に
事
務
所
を
開
設
し
た
ア
ニ
メ
制
作
会
社
ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
（
本
社
：

東
京
都
、
近
藤
光
社
長
は
徳
島
市
出
身
）
が
企
画
し
た
も
の
で
、
ア
ニ
メ
上
映
や
展
示
会
は
も
ち
ろ
ん
、

ア
ニ
メ
監
督
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
人
気
声
優
ら
を
招
い
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ア
ニ
ソ
ン
ラ
イ
ブ
、
コ
ス

プ
レ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
若
者
を
中
心
に
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
を
仕
掛
け
た
ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
は
、
大
ヒ
ッ
ト
し
社
会
現
象
に
も
な
っ
た
「
鬼き
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滅め
つ

の
刃や

い
ば

」
の
ほ
か
、
「
刀と

う

剣け
ん

乱ら
ん

舞ぶ

」
や
「F

フ
ェ
イ
ト

ate

」
、
「
お
へ
ん
ろ
」
な
ど
数
々
の
人
気
ア
ニ
メ
作
品
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
飲
食
店
と
連
携
し
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
う
「
グ
ル
メ
ハ
ン
ト
」
や
、
ア
ニ
メ
作
品
と
コ
ラ

ボ
し
た
特
別
仕
様
の
銘
菓
・
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
は
、
県
内
企
業
も
巻
き
込
ん
だ
人
気
企
画
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
経
済
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
来
場
者
の
約
６
割
は
県
外
か
ら
で
、
そ
の
う
ち
約
４

割
が
宿
泊
す
る
な
ど
、
滞
在
型
観
光
に
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
は
、
2
0
1
2
年
3
月
に
3
D
映
画
に
も
対
応
す
る
大
小
2
ホ
ー
ル
を
備
え

た
常
設
の
ア
ニ
メ
映
画
館
を
徳
島
市
中
心
商
店
街
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な

い
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
ア
ニ
メ
専
門
店
も
併
設
す
る
な
ど
、
徳
島
か
ら
ア
ニ
メ
文
化
を
発
信
す
る
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
は
、
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
10
周
年
を
記
念
し
て
2
0
0
8
年
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
吉
野
川
沿
い
を
走
る
県
内
初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
、
初
回
の
出
走
者
は
約
4
千
人
で
し
た
が
、

2
0
1
9
年
の
12
回
大
会
で
は
過
去
最
多
と
な
る
1
万
4
千
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走
し
、
人
気

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
（
2
0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
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中
止
）
。

　

全
国
的
な
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
に
加
え
て
、
地
元
の
住
民
・
企
業
に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
応
援
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
手
厚
い
も
て
な
し
が
好
評
で
、
レ
ー
ス
前
日
に
徳
島
入
り
す
る
県
外
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
、
徳
島
の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
自
然
豊
か
な
徳
島
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
集
客
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
目
立
っ
て

き
て
い
ま
す
。
県
南
部
で
の
サ
ー
フ
ィ
ン
全
国
大
会
開
催
の
ほ
か
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
、
ま
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
山
道
や
崖が

け

を
駆
け
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
ツ
ア
ー
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
西
部
で
は
、
2
0
1
7
年
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
選
手
権
が
、
国
内
で
初
め
て
三
好
市
山
城
町
で

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
2
0
1
8
年
に
は
三
好
市
池
田
湖
で
、
ア
ジ
ア
初
と
な
る
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ド
の
世

界
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
く
穏
や
か
で
鏡
の
よ
う
な
水
面
が
好
評
で
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
続
く

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
対
象
と
な
る
層
が
明
確
で
あ
る
ほ
か
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
得
や
す
い
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融
合
さ
せ
た
取
り
組
み
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
2
0
2
2
年

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
開
催
が
１
年
延
期
）
に
は
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
が
ア
ジ
ア
で
初
め

て
、
徳
島
県
を
含
む
関
西
広
域
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
徳
島
県
で
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
カ
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ヌ
ー
、
ゴ
ル
フ
な
ど
5
競
技
6
種
目
の
開
催
地
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
は
、
国
際
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
協
会
が
4
年
ご
と
に
主
宰
す

る
大
会
で
、
お
お
む
ね
30
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

国
際
総
合
競
技
大
会
で
す
。
一
般
参
加
型
の
国
際
総
合
競
技
大
会
と
し
て
は
世
界
最
大
規
模
を
誇
り
、
参

加
者
の
多
く
は
競
技
と
観
光
の
両
方
を
目
的
に
開
催
地
域
を
訪
れ
、
徳
島
に
も
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
徳
島
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
市
場
へ
の
挑
戦

　

徳
島
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
状
況
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
と
同
じ
宿
泊
旅
行
統
計
で
、
徳
島
県
の
外
国

人
延
べ
宿
泊
者
数
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
2
0
1
1
年
は
1
万
9
千
人
泊
（
全
国
45
位
）
で
し
た

が
、
直
近
の
2
0
1
9
年
で
は
13
万
4
千
人
泊
（
全
国
43
位
）
と
、
こ
の
間
約
7
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
1
月
に
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
で
国
際
線
対
応
の
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
新
設
さ
れ
、
香
港
便

の
季
節
定
期
便
が
就
航
し
た
こ
と
が
底
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
の
全
国
平
均
も
こ
の
間
6
倍
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、
全
国
的
に
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
低
い
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
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四
国
の
他
県
を
見
て
み
る
と
、
香
川
県
は
20
位
（
77
万
2
千
人
泊
）
、
愛
媛
県
39
位
（
21
万
6
千
人

泊
）
、
高
知
県
47
位
（
9
万
5
千
人
泊
）
と
な
っ
て
お
り
、
香
川
県
に
大
勢
の
外
国
人
が
訪
れ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
香
川
県
で
は
上
海
と
の
定
期
航
路
増
便
や
香
港
と
の
L
C
C
定
期
航
路
就
航
、

台
湾
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
航
な
ど
に
伴
い
、
近
年
中
国
や
香
港
、
台
湾
か
ら
の
旅
行
者
が
急
増
し
て

い
る
ほ
か
、
2
0
1
9
年
に
は
第
4
回
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
、
外
国
人
の
宿
泊
者
数
は
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
徳
島
県
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

県
内
で
も
い
ち
早
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
近
年
著
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
大
歩
危
・
祖
谷
地
区
を
中
心
と
し
た
、
に
し
阿
波
エ
リ
ア
で
す
。

　

大
歩
危
・
祖
谷
地
区
に
お
い
て
は
、
す
で
に
官
・
民
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
け
ん
引
役
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
大
歩
危
・
祖
谷
い
っ
て
み
る
会
」
で
す
。
同
地

区
内
の
宿
泊
施
設
5
社
が
、
連
携
し
て
地
域
全
体
を
売
り
出
す
た
め
に
「
大
歩
危
・
祖
谷
温お

ん

泉せ
ん

郷き
ょ
う

」
と

い
う
名
称
や
統
一
し
た
ロ
ゴ
を
つ
く
る
な
ど
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
地
名
や
地
域
に
つ
い
て
の
イ

メ
ー
ジ
づ
く
り
）
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
で
は
、
秘
境
の
イ
メ
ー
ジ
や
日
本
の
原
風
景
に
関
心
を
持
つ
香
港
や
台
湾
、

欧
米
の
観
光
客
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
集
中
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。
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こ
の
結
果
、
に
し
阿
波
エ
リ
ア
の
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、
2
0
1
1
年
の
2
千
人
泊
か
ら
2
0
1
9

年
は
3
万
2
千
人
泊
と
、
こ
の
間
で
16
倍
も
の
大
幅
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
地
方
へ
も
ど
ん
ど
ん
訪
れ
る
よ
う
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
何
も
情
報
が
な
い
地
域
に
来
て
く
れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
海
外
の
全

く
知
ら
な
い
都
市
や
、
何
の
イ
メ
ー
ジ
も
持
た
な
い
と
こ
ろ
に
旅
行
に
行
か
な
い
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

そ
の
地
域
の
情
報
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
何
が
あ
る
の
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
、
よ
う
や
く
そ
こ

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
旅
行
先
と
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
な
る
の
で
す
。

　

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
、
数
あ
る
候
補
地
の
中
か
ら
、
実
際
に
海
外
旅
行
に
行
く
先
と
し
て
「
日

本
・
徳
島
」
が
選
ば
れ
る
ま
で
に
は
、
相
当
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

徳
島
に
来
る
外
国
人
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
るW

i-Fi 

環
境

を
整
備
し
た
り
、
買
い
物
や
飲
食
の
時
に
多
言
語
で
対
応
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
な
ど
、
免
税
店
の
拡
大

も
含
め
、
ハ
ー
ド
面
（
施
設
・
設
備
な
ど
）
や
ソ
フ
ト
面
（
応
対
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
の
課
題
も
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
い
く
ら
受
け
入
れ
準
備
を
万
全
に
し
て
、
「
さ
あ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
構
え
て
い
て
も
、
現

実
は
外
国
人
は
誰
も
来
な
い
、
と
な
っ
た
ら
目
も
あ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
受
け
入
れ
準
備
を
整
え
る
と
同
時

に
、
い
か
に
し
て
外
国
人
旅
行
者
に
徳
島
に
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
戦
略
を
練
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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外
国
人
旅
行
者
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

観
光
資
源
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
ほ
か
、

地
域
の
食
や
暮
ら
し
、
産
業
や
歴
史
、
文
化
、
祭
り

な
ど
、
こ
う
し
た
魅
力
の
情
報
発
信
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
含
め
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
取
り
組
み

を
、
地
道
に
実
行
し
な
く
て
は
意
味
が
な
い
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
徳
島
を
知
っ
て
い
る
外
国
人
は
ご
く
わ

ず
か
で
し
ょ
う
し
、
徳
島
に
来
て
い
る
外
国
人
旅
行

者
に
し
て
も
、
彼
ら
に
響
く
風
景
で
あ
っ
た
り
、
文

化
や
食
、
体
験
な
ど
、
他
の
地
域
に
は
な
い
テ
ー
マ

性
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
気
に
入
っ
て
、
徳
島
な
ら
で
は

の
地
域
資
源
を
求
め
て
訪
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
外
国
人
旅
行
者
の
間
で
、
祖
谷
地
区

の
古
民
家
を
改
修
し
た
宿
泊
施
設
で
長
期
滞
在
す
る
旅

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
単
に
古
民
家
を
改

修
し
た
だ
け
で
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
話
と
な
り
ま
す
。

祖谷の風景 千年のかくれんぼ  ©篪庵（有）
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こ
の
地
で
進
め
ら
れ
た
「
桃
源
郷
祖
谷
の
山
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
洋
文
化
研
究
家
で
古
民
家
の

再
生
を
訴
え
る
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
と

な
っ
て
い
た
古
民
家
は
、
空
調
設
備
や
床
暖
房
な
ど
の
最
新
設
備
が
導
入
さ
れ
、
快
適
な
滞
在
が
可
能
と

な
る
現
代
風
の
茅
葺
き
民
家
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

「
標
高
7
0
0
m
以
上
の
山
の
中
、
し
か
も
高
低
差
が
4
0
0
m
近
く
も
あ
る
急
斜
面
の
集
落
に
建

て
ら
れ
た
古
い
農
家
を
訪
れ
、
１
０
０
０
年
以
上
も
自
給
自
足
の
生
活
を
続
け
て
き
た
『
千
年
の
か
く
れ

ん
ぼ
』
と
呼
ば
れ
る
秘
境
で
、
穏
や
か
な
風
景
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
感
じ
な
が
ら
の
ん
び
り
過
ご
す
。
そ
れ

で
い
て
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
つ
な
が
り
、
床
暖
房
や
キ
ッ
チ
ン
の
設
備
が
整
っ
た
趣
あ
る
古

民
家
に
滞
在
す
る
」

　

こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
こ
と
で
、
行
っ
て
み
た
い
、
宿
泊
し
て
み
た
い
と
な
る
の
で
す
。

◉
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
徳
島
に

　

観
光
の
持
つ
稼
ぐ
力
を
利
用
し
、
旅
行
者
の
観
光
消
費
で
人
口
減
少
分
の
消
費
額
を
カ
バ
ー
で
き
る
と

先
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
徳
島
の
魅
力
を
改
め
て
整
理
し
て
絞
り
込
み
、
旅
行
者
目
線
に
立
っ
て
そ
の
良
さ
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
観
光
と
い
う
言
葉
に
は
「
国
の
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光
を
観
る
」
と
い
う
語
源
が
あ
り
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
光
っ
て
い
る
と
こ
ろ
＝
良
い
と

こ
ろ
を
観
る
こ
と
が
観
光
な
の
で
す
。

　

で
は
逆
の
立
場
で
、
受
け
入
れ
る
側
の
地
域
と
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
国
の
光
を

見
せ
る
、
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
や
魅
力
を
人
々
に
伝
え
る
、
ま
た
地
域
の
資
源
に
光
を
当
て
自
ら
が
光
を

発
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
調
査
で
は
、
地
元
の
人
が
愛
着
を
持
っ
て
い
る
地
域
ほ
ど
よ
そ
の
地
域
の
人
が
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
い
て
、
愛
着
が
低
い
と
こ
ろ
に
は
よ
そ
の
地
域
の
人
が
行
こ
う
と
い
う
意
欲
が
低
く
な
る
、
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
で
す
よ
ね
。
地
元
の
人
す
ら
関
心
が
な
く
「
こ
こ
に
は

何
も
な
い
」
と
言
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
旅
行
者
が
訪
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

郷
土
愛
や
ご
当
地
愛
が
強
く
、
住
民
自
ら
が
地
域
の
良
さ
を
十
分
知
っ
て
地
元
を
楽
し
ん
で
い
る
地
域

に
は
、
旅
行
者
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
も
の
で
す
。
ま
ず
は
地
元
の
人
が
地
元
の
良
さ
を
知
る
観
光
の

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
質
問
で
す
。

○
徳
島
に
来
る
県
外
の
友
人
や
外
国
人
を
、
ど
こ
に
案
内
し
ま
す
か
？

○
徳
島
に
も
っ
と
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
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